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まちづくりと市民のキャリアデザイン（４）
―市民の要望による地域博物館とは―
法政大学キャリアデザイン学部教授 金山 喜昭
はじめに
ロンドン南部のクロイドン区にあるクロイドン博物館（Croydon Museum）
は、英国国内でも異色の地域博物館である。英国の地域博物館は、地域の歴
史・自然史・アートなどを常設展示して、市民に教養や知識を提供するものが
一般的である。その辺りの事情は、日本のそれとほぼ同様である。しかし、ク
ロイドン区は、市民のインタビュー調査をもとにして、市民生活に身近な博物
館づくりに挑戦した。
本稿は、これまでの行政や専門家の主導による公立博物館づくりに対して、
「市民が要望する博物館とは何か」について検討する。さらにその上で、市民
のキャリアデザインとの関連性についても考察する。そのために英国のクロイ
ドン博物館の事例や、長野県松本市での新博物館建設準備に先立つ市民ワーク
ショップの事例を検討資料にする。
１．ロンドン・公立クロイドン博物館の市民のキャリア展示
クロイドン区は、大ロンドンの３２の特別区の一つで、その人口は約３３万人と
ロンドンを構成する区のなかでは最も大きい。１９８０年代からヨーロッパ、アフ
リカなどからの難民の増加により、人口の約３０パーセントがマイノリティ（少
数民族）である。
クロイドン・ミュージアム・サービスで設立準備に従事した中心人物のサ
リー・マクドナルド（Sally McDonald）は、これまで博物館に訪れる事のな
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かった人たちでも市民生活にとって身近な場にすることに積極的であった。そ
のために、博物館準備作業の最初の段階で市民へのインタビュー調査（各８人
ずつの１０グループを対象にする）を実施した。それによって判明したことは、
市民はこれまでの伝統的な博物館を望んではおらず、何かこれまでとは違う刺
激的なもので、彼らの日常生活や実在の人々に関連することに関心を持ってい
るということが分かった。
その結果を受けて、ミュージアム・サービスは、展示テーマを「人々の生
涯」（Lifetime）とした。１９９２年からクロイドンという地域コミュニティの多
様性を明らかにするために、各個人に所縁のモノを借用することを始めた。収
集方針は、時代や時期ごとやテーマ（教育、食料、性、犯罪、交通など）に基
づいてなされた。全ては、そのモノにまつわる歴史や話題をインタビューして
記録化し、それに関連する写真なども複写した。コレクションは３７０点におよ
び、８００件のインタビューの録音などを収集した。こうして１９９５年３月に「人々
の生涯」展示がオープンした。対象にする時代は、１８３０年から現在までとし、
地域に所縁のモノや個人の歴史を展示した。こうしてクロイドン博物館は、英
国内ではあまり類をみない独自の地域博物館をスタートさせた（１）。
「人々の生涯」展示の目的は、誰でも歴史に独自の貢献をし、未来にも影響
を与えていることを示す事にあった。すなわち、歴史は今日まで継続している
し、クロイドンでの出来事は他の世界に影響を及ぼしたり、その逆に影響を受
けたりすることがある。そして歴史は楽しいものだとする（２）。その後、宝くじ
基金（Heritage Lottery Fund）から１００万ポンドの資金を得て、２００６年にリ
ニューアルしている（３）。
実際の展示は、人種、職業、性、年齢、キャリアなど様々な市民の個人史が
展示されている。インド・アフリカ・中国・東欧などから移住した人々、会社
員、地元議員、ビル工事現場のマネージャー、店員、博物館職員、ダンス教師、
警察官、バスの運転手、食料品店経営者、靴職人など、同性愛者、階層につい
てもワーキング・クラスやミドル・クラスを扱っている（４）。
例えば、＜１９８０―Today＞のコーナーには、一台のスチールドラムが展示さ
れている。これはスチールドラム奏者の Aubreyのものである。彼は１９６４年に
クロイドンに転居したが、現在は地元の学校でもスチールドラムを教えてい
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る。また、工事現場のヘルメットは Gerry Gallenというビル建設会社のマネー
ジング・ディレクターが出品したものである。１９７０年代に彼が入社した時には
１０人以下の小さな会社が、今は１００人を越えるほど成長したことなどが解説さ
れる。
＜１９６０―１９７９＞のコーナーでは、フィリップ社製のカラーテレビが展示され
る。これは David Burgessの出品によるものであるが、彼はクロイドンにあ
る同社の工場で働いた。工場は１９５６年に操業を開始して、当初はラジオやモノ
クロテレビを製造していたが、１９６７年のウィンブルドンのテニスの時期にカ
ラーテレビブームになったことが説明される。また、Sislin Fay Allenは１９６２
年にジャマイカから移住した黒人女性である。彼女はロンドン警察で最初の黒
人婦人警官になった。展示品は、その証明書の写真である。英国内の婦人警官
は１９６０年代末までに６００人以下であった。彼女は、最初はクロイドンの病院の
看護婦になったが、すぐに警察官になることに挑戦して子どもを育てながらト
レーニングを積んで就職に成功した。しかし、当時は黒人女性が警察官になる
ことは珍しく、多くの賞賛や誹謗中傷する手紙が送られて、初勤務の１週間は
自宅から出られなかったという。
さらに時代が遡り＜１９００―１９３８＞（写真１）には、１９１０年頃の革靴の修繕道
具が展示される。使用者であった Louisa Bakerはウエスト・クロイドンに暮
写真１
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らしていたが、彼女はこの金属製の道具を少女用の革靴を修繕するために使っ
た。娘の Nellieは、当時を振り返り、「私たちはとても貧乏であった。借金を
返すことができなかったので住まいを転々とした」と述べている。父親は、木
材業者であったが、大酒飲みのために、母親が子どもたちを食べさせるために
働いたという、苦難の個人史が紹介されている。
また、個人のキャリアとは別に歴史の証言者として、モノにも視点をあてて
いる。１９４０年代のコーナーに展示される不発弾（１９４０―１９４１）（写真２）は、
第２次世界大戦中にドイツ空軍機の空襲を受けた時のものである。クロイドン
は、空港や工場があったことから戦争中にたびたび空襲を受けて、２６２０以上の
爆弾が投下され、５０００人以上の死傷者や６０００軒以上の家屋が破壊された。最初
の大規模な空襲は、１９４０年８月１５日に工場付近のクロイドン空港を目標にした
ものだった。死者６２人、重軽傷者１７２人。当時の BBCは、その空襲を報じな
かったが、その理由について「彼らは国民の精神を高揚させるために涙をこら
えた」と解説している。
写真２
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以上のように、クロイドン博物館の展示は、１８００年代から今日までの時間軸
のなかで、地元に所縁の人やモノから、その歴史の再構築を試みたものであ
る。これまで、歴史とは無関係とされてきた、個人史や、個別のモノから、地
域の歴史を探求することは歴史研究の上からいっても新しいアプローチだとい
える。また、その歴史は地域内で閉じたものではなく、英国内の他地域や、世
界とも横断的に相互に影響し合うことを明らかにしている。
さらに、クロイドン博物館の事例は、新しい博物館に対する市民の要望を事
前調査し、それを踏まえて展示の計画・製作をしたことからも特筆される。日
本では、自治体が展示会社に展示の構想・計画・設計・施工のプロセスを丸投
げして依頼することが多いために、どこの博物館でも同類の展示になりがちで
個性に欠けている。しかし、公立博物館は、市民の税金で建設・運営されるこ
とを考えれば、市民のための博物館でなければならず、そのためには設置者側
が市民の要望を事前に調査することは当然のことである。
２．松本市での市民ワークショップ
長野県松本市には松本市立博物館（旧日本民俗資料館）がある。その前身
は、１９０６（明治３９）年に松本尋常高等小学校内に開館した「明治三十七、八年
戦役記念館」に始まり、１９４８（昭和２３）年には山岳・民俗・考古・歴史・教育
の５部門をもつ松本市立博物館となり、１９６８（昭和４３）年に日本民俗資料館（松
本市立博物館）が新たに開館した。博物館は松本城の敷地内に立地し年間約６０
万人の来館者がある。現在、松本市では施設の老朽化などのために、新博物館
の建設を予定している。本格的な準備作業に先立ち、市では市民ワークショッ
プを企画して、新博物館に対する市民からの意見を聴取することを企画した。
２００７年２月と５月の２日間にわたり、私がコーディネーターとなり、２８人の市
民によるワークショップを実施した。
参加者のプロフィールは、表１の通りである。募集方式は、市報などを通じ
て一般公募したが、参加者には博物館友の会の会員や、基本構想の策定委員会
に参加する市民委員、市役所職員も含まれていることから、博物館に対して好
意的な見方をする人たちが多い。参加者は３グループに分かれ、それぞれのグ
ループごとに同じ設問について討議した。設問は次の通りである。
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表１ 市民ワークショップの参加者
年代・性別 プロフィール
７０代男性 養子にきて（６歳の頃）開智小学校へ入学。
４０代男性 自称松本大好きっ子です。松本の街が良い意味で栄えることを望みます。
７０代男性 平凡なサラリーマン。現在は自称評論家
４０代女性 行政書士、一男の母。まちづくり、石垣鑑賞の愛好家。
７０代男性 定年まで高校の教員。現在は地域の人として暮している。
３０代男性 現在松本市役所勤務。以前に博物館にいたことあり。
６０代男性 本年夏、高齢者の仲間入り。僅かな年金と僅かなアルバイト賃金で暮す草民。
４０代男性 学芸員。
６０代男性 画家、ギャラリー経営。
４０代男性 松本に住むようになって１４年目のサラリーマンです。
３０代男性 自由業。趣味：鉄道模型など。
３０代男性 会社員。以前博物館業務に携わる。
５０代男性 住まいは安曇野市。仕事場は松本市内。
５０代男性
飲食店経営。食材を通して村おこし中（王滝村）。信州スローフード協会、長野県民
芸協会。
４０代女性 松本市立博物館嘱託職員。松本在住４１年、自称博物館大好き人間です。
４０代男性 立地条件の悪い場所に建設された施設で、日々利用者減に悩める男です。
４０代男性 博物館が職場となるかもしれない公務員。
６０代男性
古本屋。これまでの人生、金もうけをしたという記憶がない。たぶんこれから
も・・・。人との出会いが楽しい。
５０代男性 松本の有形、無形の地域力をもっと有効に！
６０代男性 会社人間から社会人間へ転換中。４０年ぶりに帰松。
７０代男性 松本の歴史に興味有り。長野市生まれ、小学生から松本に在住。
７０代女性 松本をもっと知りたい。松本歴６８年。
７０代男性 自称サンデー毎日編集長。千葉生まれ。松本に５０年以上在住。
５０代男性 神戸生まれ。松本在住５０年。
５０代男性 平成５年から松本在住。
６０代女性 松本に住んで４３年くらい。
４０代女性 松本に住んで４年４ヵ月。
６０代男性
松本はいろいろな面で素晴らしい所で愛しています。昭和３１年に初来松、２５年間松本
に住む
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（１回目）
１．現在の松本市立博物館は、あなたの生活の中でどのような役割を果してき
たか？
２．個人生活や地域（市内、町内など）の中で抱えている問題と、こうなれば
良いと思っていることは何か？
３．（その問題を）博物館が解決することができるか、できるならどのように
解決できると思うか？
（２回目）
４．松本城は、市民のキャリアにとって、どのような存在か？
５．松本の文化資源は何か？どのような展示があったらよいか？
６．新博物館で市民にできることは何か？
その結果は、次の通りである（１～６に対応する）。
１．この設問は、市民がこれまでの博物館をどのように見てきたかを知ろう
とするものである。これまでの博物館に対する市民のイメージを伺い知る事が
できる。それによれば、市民は博物館を、松本の歴史や文化の知識や情報を得
る場所だと認識している。そして博物館に対する負のイメージとして、「市民
から遠い存在」、「展示物に変化がない」、「観光地化しており市民から乖離して
いる」などの意見が出された。逆に好意的なイメージとしては、「収蔵品のレ
ベルの高さに感心」、「学芸員と話してみると意外に面白い」、「展示の手伝いを
して面白かった」などのように、博物館へのアクセスが市民に良い効果を与え
ていることも分かった。
市民が博物館を「歴史や文化の知識や情報を得るところ」とイメージしてい
ることは、設置者側の方針と矛盾するものではない。博物館は、当初は市が設
立した（財団法人）日本民俗資料館によって運営を開始したが、１９８３（昭和５８）
年に（財団法人）松本市教育文化振興財団が引き継ぎ、（財）日本民俗資料館
は解散して、（財）松本市教育文化振興財団が運営する施設になった。さらに
２００５（平成１７）年には（財）松本市教育文化振興財団が施設やコレクションを
松本市に寄付して、松本市の直営による松本市立博物館となった。その経緯は
ともかくとして、今日まで松本市が管理運営してきたことになる。松本市側の
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博物館設立の目的は、設立当初の（財）「日本民俗資料館」寄附行為によると、
「重要民俗資料、重要文化財およびこれに準ずる貴重資料ならびに全国にわ
たって収集する民俗資料、その他各地の考古、歴史、山岳資料、美術資料等の
公開展示をして、一般の理解を深めるとともに文化の向上に寄与する」として
いる。また、２００５（平成１７）年に制定された、松本市立博物館条例でもその目
的を「市民の学術及び地方文化の発展に寄与するため」としている。
しかし、現実の博物館は日常的な市民の生活からはかけ離れたものとなり、
一部の市民にとって博物館が観光目的になっていることに違和感をもっている
ことも分かった。現実の博物館は必ずしも市民が望む姿ではないということで
ある。
２．この設問は次のような理由による。博物館が設立された１９６８年当時と現
在とでは地域コミュニティの状況が変化している。当時は高度経済成長期のな
かで国民生活は繁栄を謳歌した時代だといえる。先述したように「地域の文化
の向上」を推進する文化政策は、松本市以外にも全国の多くの自治体でみられ
た。しかし、今日のように世界中がグローバル化する中で、地域コミュニティ
の人たちはどのような問題に直面しているのだろうか。その現状を知ろうとす
るものである。
まずは、松本市のように人口約２３．８万人（２００９年１月現在）の地方都市で
も、中心市街地の空洞化が進み、街に活気がなくなっていることである。商店
街に空き店舗や空きビルが多く、少子高齢化によって伝統行事の担い手も不足
している。また映画館や書店などの文化娯楽の場が少なくなり街が寂しくなっ
たともいう。個人生活の問題としては、安定した職業に就けない悩みや、農家
の後継者不足などのように労働問題に関するものがあった。
なかでも最大の問題は、地域コミュニティでの人間関係が希薄になっている
ことがあげられる。具体的には、「地域の「親方」や「だんな」がいなくなっ
た」、「観光客や人に話しかけない」、「ちょっと茶のみ話ができるコーナー的な
場所が少なくなってきた」、「昔を知っている人たちがだんだんいなくなってき
た」、「お年寄りと子どもの知恵の相互交流の機会がない」、「弱者が隔離され街
中へ出ることができない」、「子どもの数が減って伝統行事の継続が困難な地域
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がある」などが意見としてだされた。あとは交通問題として、車社会になった
弊害として、子どもが外で遊ぶことが危険であるというものである。また市内
に建設されるマンション（高層ビル）は景観を壊すという意見や、犯罪の増加
も問題であるという意見もだされた。
こうした問題は、全国の地域コミュニティで問題になっていることとほぼ共
通している。私が在住する千葉県野田市でも、１９６０年代までは中心市街地は賑
わいをみせていたが、９０年代に郊外型の大型店舗ができてからは、客足はすっ
かりそちらに奪われて商店街は「シャッター通り」になってしまった。そこに
マンション業者が進出して高層マンションを建設するようになり、以前の商店
街は住宅地域に変貌しつつある。そして地域コミュニティの人々の人間関係
も、松本市と同様に希薄化しつつある。
３．この設問は、博物館がこれまでの文化教育機能の枠から出て、地域コ
ミュニティの問題解決に関わる事ができるとすれば、市民は具体的にどのよう
に考えるかを知ろうとするものである。
最大の意見は、「市民が対話でき、夢と希望を持てる場所」にしようとする
ものである。別のグループは、「みんなの集まれる場所」、「人が気軽に拠った
り集まったりできる場所」と表現するが、意味は同じである。具体的には、
「デートに使える博物館」、「市民の交流できる博物館」、「高齢者も楽しく過ご
せる場所」、「親子で遊びに行ける場所」、「皆の“知的お茶の間”博物館―寄り合
い場所」、「生活との密着度を高める」というものである。
それを実現するための意見としては、「市民の発表するコーナーをつくる」、
「“昔はこうだったね”と思い出せる程度の場所に特化」、「現物・現地を見
る」、「体験する機会を与える」、「記録・キオク→これから先につなげる方
法」、「市民のお宝発表会」、「自身の生活は過去へ戻れなくても昔に戻れる空間
を再現する」、「市民生活への意見を広く募集し、検討・提案できる活動の拠点
とする」、「お年寄りの知恵の伝承」、「小中学校への出前展示や歴史について高
齢者の方々にお願いする」、「伝統工芸の実演をする場所を提供してほしい」、
「展示方法の魅力アップ：昔の良かった話しの聞き取りや昔の写真などを紹介
し、これまで切り捨ててきたいいことを見直す（歴史の再評価）」、「車社会を
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考える展覧会を開催し、車の良い点悪い点を明らかにして来館者に問いかけ
る」、「歴史を振り返ることで過去の誤りを発見し、修正する方法を考える場所
として博物館の存在意義」、「固定した博物館ではなく、出張展示などやレク
チャーなども開催してほしい」、「NPO，NGOとの連携」などである。このよ
うな多様な意見は、設問５・６に対する意見によってさらに具体化される。
また、地域コミュニティの個人に着目する意見も出された。「街の人の思い
出も展示品」、「人々の生活そのものが展示品」、「人の経験や生き様が宝物」、
「お年寄りの知恵や生活観も立派な展示品」、「古いものだけが展示品ではな
い！人の考え方が展示品でもいいのでは」、「住んでいる人の未来の夢を展示す
る」というように個人史にも関心を示していることはクロイドン博物館と類似
している。
４．この設問は、城下町の市民（個人）の生き方にとって、松本城がどのよ
うな意味をもっているのかを知ろうとするものである。実は、市側は松本城を
市内で最大の観光資源と考えている。新館建設の計画においても、松本城をど
のように位置づけるかがポイントの一つになると思われる。市側の考え方を検
証する上でも市民の意識を知ることは大切である。
市民にとっての松本城は、まずは「思い出の場所」という意見が多い。子ど
もの頃や青春時代に天守閣に登ったことや、敷地内の公園で遊んだこと、城を
背景にして記念写真を撮ったこと、散歩コースであったことなど様々である。
松本城という存在は、市民の個人史のひとこまになっていることが分かる。
次は、松本に生まれ育った人たちにとって、松本城は「誇り」となっている。
それは「県外の知人に自慢できる」、「来松した友人を最初に案内するとこ
ろ」、「学生時代に他県にいったとき、松本城を褒められて嬉しかった」などで
ある。
また、松本城が保存されてきた歴史についても評価している。明治新政府の
方針によって全国の城郭が取り壊される中で、松本城は１８７２（明治５）年に競
売にかけられたが、地元有志の市川量造らがこれを買取り保護した。さらに
１９０２（明治３３）年に小林有也らは天守閣保存会を結成し、１９３６（昭和１１）年に
国宝になった。市民は「市川量造がいなければ今のお城はなかった」、「取り壊
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しから市民が守った」、「よくぞ残してくれた。先人達に感謝」というものであ
る。
このように市民の生き方にとって、松本城は「思い出の場所」、「誇り」、「保
存した先人を評価する」の３つに大別することができる。市側が、松本城を観
光資源とみなしていることについては、１つのグループ内の特定の人は観光客
が来ることが自分の仕事と関わっているとして、「松本城を観光資源としてど
う活かすかが松本市の最重要課題」とする意見があった。このように観光客に
依存する仕事をする市民の意見と、先述した市側の考え方とは整合する。しか
し、それ以外の市民からは松本城を観光地として売り込んでいくような積極的
な意見を聞く事はできなかった。
５．この設問は、現状の博物館の展示と比べて、市民が把握している松本市
の文化資源を知ろうとするものである。
どのグループでも共通するものとしては、負の歴史遺産をきちっと見据える
ことが大事であるという意見であった。具体的には、「朝鮮人の強制労働」、
「貞享の乱（嘉助の一揆）で城が傾いたこと」、「松本空港は最後の特攻基地と
して作られた」、「水争いの歴史」、「清水にあった製糸会社からヘドロが流れた
女鳥羽川の公害の歴史」、「五十連隊の写真・思い出・手紙」などである。公立
博物館は負の歴史遺産の取り扱いを避けることが多いが、それは松本市立博物
館でも同様である。これらは設問３に対する意見として出された「これまで切
り捨ててきたいいことを見直す（歴史の再評価）」や「歴史を振り返ることで
過去の誤りを発見し、修正する方法を考える場所として博物館の存在意義」を
さらに具体的に述べたものである。
また、地名について関心の高いことも分かった。それは旧地名が新地名に変
更されたことによるものであろう。「よく聞く地名、無くなった地名、伝説の
地名」や「旧町名の復活」などを望む意見もあった。人の歴史についても、「昔
のことを知っている住民」、「松本藩の領民の遺伝子」、「初代市長（小里頼
永）」、「市川量造、小林有也、松本城天守の恩人」、「多田（中萱）加助」、「江
戸時代から住み続けている人たち」、「松本をつくりあげてきた一般市民の人々
の歴史（産業、文化……）」などを通じて、歴史を見ていこうという意見も各
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グループで共通していた。
また、市民が文化資源として展示などで取り上げていくことを望んでいるも
のとしては次のようなものがある。「松本市周辺の交通機関（鉄道・バス）」、
「松本市内を通った街道と今の道路の違いなどを地図で展示」、「今の水源と昔
の水源」、「古民家の歴史または展示（歴史の里のようにはいかないので）のパ
ネル展。昔の建物と今現在」、「街中に点在する古武家、商家」、「自然科学分野
の領域を充実する（自然、風土、環境）」、「北日本最古の弘法山古墳」、「人の
暮しと自然との関わり（自然豊かな松本の地での人々のくらし方）」、「松本城
を中心とした歴史⇔一般市民の歴史」、「市内に沢山ある神社仏閣の掘り起こ
し」、「製糸関係資料の保存」、「芸者の歴史（観光地としての繁栄）」などであ
る。
これまで学芸員が担当してきた分野のほかにも、市民は多くの文化資源を博
物館に展示することを望んでいることが分かる。特に負の歴史遺産の取り扱い
については、首長の政治的な判断や博物館の事なかれ主義によって取り扱いが
左右されるようである。松本市の事情は不明であるが、市民からの出された負
の遺産の公開については真摯に受け止めるべきであろう。
６．この設問は、これまでの伝統的な博物館は学芸員などの博物館職員がそ
の運営を担ってきたが、市民と協同して新博物館を運営するとしたら、どのよ
うな役割分担をこなすことができるかを知るものである。
最初は、市民が学芸員の補助的な業務をしていきたいというものである。
「特別展の手伝い」、「小中学校へ出前学芸員を派遣」、「資料整理の手伝い」、
「資料の保存、写真、紙類」などである。
二番目は、教育普及役として、「方言、昔の生活の道具」、「暮らしと遊び」、
「昔の遊びを子供達に教える」、「歴史に詳しい人の語り部」、「一芸登録」、「語
学に興味のある人による文化通訳（ガイドを含む）」、「ボランティア解説者」
などである。
三番目は、博物館を自らの文化活動の拠点として位置づけている。カテゴ
リー別活動（サークル、勉強会）、市民が参加したことによる結果の発表展示、
小中学生の生きた体験場、各自主サークルの情報収集及び提供交換、市民活動
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の実践道場、市民による「博物館検定」の開催などである。
四番目は、市民参加による企画運営として、「市民が積極的に参加・活動す
るための場所（知識、話題）の提供」、「企画展等の自主運営と情報発信」、「博
物館スタッフと市民の連携による新たな運営方法」などである。こうした意見
から市民は博物館で自立的な活動をすることも望んでいることが分かる。
以上の二番目から四番目の意見は、設問３に対する意見として出された「お
年寄りの知恵の伝承」、「小中学校への出前展示や歴史について高齢者の方々に
お願いする」、「市民の発表するコーナーをつくる」、「市民のお宝発表会」、「伝
統工芸の実演をする場所を提供してほしい」とも関連する内容となっている。
３．市民が望む地域博物館とは
クロイドン博物館と松本市の市民ワークショップから得られた市民の博物館
に対する見方は次のような共通性がある。まず、市民は自分たちの生活に身近
な存在としての博物館を望んでいるということである。松本市では、博物館は
地域の人間関係が希薄化している問題に対処するために、市民同士の交流を促
進する場にしていきたいという意見が顕著であった。こうした意見を反映する
ように、野田市郷土博物館では、２００７年にミッションの見直しが行われて、博
物館を市民交流の促進の場として位置づけた（５）が、松本市の事例はその考え方
の妥当性を裏付けるものといえる。
また、具体的な展示内容としては、個人史を扱うことに前向きである。先述
したように、クロイドン博物館では多彩な個人史とそれに所縁のモノが展示さ
れている。その背景には人種差別や偏見をなくすことに配慮している。同性愛
者に関する展示（写真３）についても同様である。つまり、人口の約３０％のマ
イノリティが居住する地域コミュニティにおいて、白人だけを対象にした展示
では、マイノリティの市民から敬遠されたであろう。また、職業についても
様々な人たちを対象にしている。成功した人ばかりでなく、苦難な人生を歩ん
だ人も紹介することにより、多彩な個人史のリストを作りあげた。松本市でも
市民は、現存する人を含めた個人史に関心を寄せている。
キャリアデザインの観点からいえば、人は誰でもいくつもの人生の転換期
（例えば、卒業・結婚・就職・離婚・退職・死別など）があるが、それを上手
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く乗り切ることが大切である。実は、そのタイミングで新たな自分に適応する
ための知識、経験、愛情、共感などのリソースが不可欠になるが、それを得る
ことは案外にむずかしい。このような個人史は、展示に参加した市民自身もさ
ることながら、来館者にとっても自分の生き方の設計や再設計をすることに役
に立つのではないだろうか。
クロイドンとは異なり、松本市は観光地である。松本城については、行政側
は博物館で松本城をテーマに位置づけて観光客を誘致する原動力にしたい意向
をもつようであるが、市民は観光客を誘致するための博物館を望んでいない。
国内には天守閣を博物館化したり、城郭の隣接地に博物館を建てて城に特化し
た博物館をよく見かける。しかし、今回の事例から見る限り、そうした博物館
は一般の市民感覚からはかけ離れた存在だといえる。あえていえば市民が来訪
者を案内する場としては適しているかもしれないが、日常生活とは無関係であ
ることが多いようである。
松本市の市民は、現存の松本市立博物館を前提にして、新しい博物館を検討
することができる。そのため、既存の博物館の歴史展示には負の歴史遺産を取
り扱っていないことに対する改善意見も目立った。クロイドン博物館のドイツ
空軍が投下した「不発弾」の展示は、行政側の判断によっては負の歴史遺産に
もなりえる。クロイドン区が大規模な空襲を受けたことを不名誉なことだと判
写真３
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断すれば、その歴史情報は非公開になったかもしれない。しかし博物館はその
情報を公開している。
個人史やモノを通じて歴史を構成するクロイドン博物館の手法は、負の歴史
遺産の公開を避けて通れない、換言すれば負の歴史遺産の公開や透明性が増す
ことにつながる。市民ワークショップに参加したＡ氏（７０歳代男性）は、少年
時代のことに話題がおよぶと、松本市に所在した陸軍五十連隊に関する思い出
になる。しかし、現在松本では、そのことを知るのは当時の世代の人たちに限
られて、歴史事象として継承されてくることはなかった。
博物館と市民との連携関係については、日本博物館協会における「博物館の
望ましいあり方」報告書（６）にも明記されたように、近年の博物館問題にとって
重要なテーマとなっている。市民との具体的な連携について、報告書では、博
物館での市民のボランティア活動や友の会の設置を進めていくことが謳われて
いる（７）。市民ワークショップでは、学芸業務の補助的作業のように体験型のも
のとは別に、市民が自らの経験や技能を活用した活動に参加することを望んで
いることが分かった。また、博物館を市民の自主的な活動の拠点としたいとい
う意見は、「市民交流の促進」という意味からいっても有効であろう。日本博
物館協会の報告書は、ボランティアについては博物館業務の下請け的なもので
はなく、参加した人の自己啓発に繋がるものでなければならないとしている
が、現実の多くのボランティアは博物館職員の管理下のもとで無償の労働力と
して定められた業務をこなす場合が多い。松本市の市民から出された意見は、
いくつかの博物館の市民活動として行われている。滋賀県立博物館の市民グ
ループ「びわたん」、長浜城歴史博物館の「長浜城一門衆」は、博物館職員と
の信頼関係のもとに自主的に活動している。筆者は、それらは従来の「ボラン
ティア」の段階とは異なる、市民の自立化に向けた新たな枠組みとして「はし
かけ」段階を提唱した（８）。この段階は、近年活発化している博物館での市民団
体の活動の中にも多くの類例がある。
市民は地域コミュニティの構成員である。ワークショップに参加した市民
は、地域で様々な役割をこなしている。個人のライフキャリアにとって、地域
コミュニティは単に生活するだけにとどまらず、充実した生き方をはかるため
の場である。個人は職業以外にも様々な役割（学生・余暇人・労働者・家族・
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市民など）があり、それらは相互に影響しあって人生を送ることになる。市民
としての生き方を自覚するということは、これまでの自分は地域でどのような
役割を果してきたのか、さらにこれからどのような役割を果していくのかを考
えることであろう。それぞれの人が、地域での自分の役割を自覚し、それをこ
なそうとすることで、地域コミュニティにも活力が出てくるのでないだろう
か。その場合、博物館は市民交流の場として機能することを通じて、市民とし
ての役割を自覚し、かつ行動する場になりえる。
おわりに
ロンドンのクロイドン博物館と、松本市での市民ワークショップの事例を検
討することにより、市民が望む地域博物館は、これまでの伝統的型のものでは
なく、「市民フォーラム」型を望んでいることが判明した。それは地域の歴史
や文化などの関する知識だけを提供するよりも、市民生活に身近な人たちの個
人史や、負の歴史遺産にも目を向けた透明性のあるもので、市民交流を促進す
る機会となる場を意味する。
そうした博物館のあり方は、個人のキャリアデザインにとっても有効であ
る。特に個人史の展示は、それに参加する本人自身にとっては、これまでの人
生を見直す機会になり、次の段階に自分を誘導する事につながる。また来館者
にとっては、様々な市民の生き方に触れることによって、人生の転換期を上手
く乗り切るうえで必要となる知識、経験、愛情、共感などを得る機会にもなる
だろう。
また、市民としてのキャリアデザインにとっては、市民交流の促進化によっ
て、新しいコミュニティづくりや、自主的活動を通じて市民としての役割を自
覚することにもなるだろう。そのことは地域コミュニティに活気を与えること
にもつながっていく。要するに、市民が要望する地域博物館は、市民（個人）
がこれまでの自分を見直し自己理解をすることを手助けするリソースを提供
し、さらに市民（個人）が自らの生き方を設計（再設計を含む）する機会を提
供するものだといえる。
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ABSTRACT
Machizukuri and Citizens’ Careers (4): What is
the Ideal Museum for Local People?
Yoshiaki KANAYAMA
I would like to present my view as to why local people like to visit muse-
ums, using an exhibition at Croydon Museum in London as well as two local
workshops in Matsumoto City, Nagano Prefecture, Japan.
As the result of this investigation, I hove found that people do not want
museums to be a kind of traditional learning institution which they have
been so far. Rather they would like them to be a forum. Local governments
in Japan believe the former type to be most attractive. However,I believe
they would be better off letting academics or museum specialists plan their
museums. The traditional type of museum is a place where the public only
receives knowledge about a locality’s prehistory, social history, natural his-
tory and so on.
It seems to me, though, that normal citizens, so far, have not found most
museums to be a comfortable place. It also seems they desire a museum to
be a place where it is possible to communicate with others. The citizens also
desire to know that the “true history” has not been hidden due to shameful
deeds during war or problems due to pollution, etc.The average person is
also interested in the career histories of the local people. Moreover, they
want to make a positive effort to integrate the museum’s activities with
their own lives.
In short, a museum for local people should ideally be a forum for discus-
sion between local authorities and citizens. A museum is not for the govern-
ment but for the people.
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